
 ６年生が一生懸命に清掃に取り組んでくれたピカ

ピカのプールでの学習が始まりました。感染者の増

加や，梅雨の雨天のため，まだプールには入れない

学級がたくさんあるようです。 

 プール以外の活動にも，万全の感染症対策を施

し，細心の注意をはらい取り組んでまいります。 

 

 

 ５月１８日に児童総会が開催されました。児

童総会には，３年生以上の児童が参加し，児童

会本部役員が提案する本年度の児童会テーマ

や，活動方針等を話し合います。本年度も感染

症対策のため，みんなで体育館に集まって話し

合うことはできません。そこで，オンライン児

童総会として開催することになりました。児童

は自分のクラスの教室にいて，コモンスペース

からのライブ配信に参加しました。各学級とコ

モンスペースをオンラインで結び，活発な意見

の交換を行うことができました。 
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 ３年ぶりのプールです。児童が安全に学習を行えるよう，特別な対応をとっています。プールには，児

童のマスクを安全に保管するためのマスク保管場所を設置しました。タオルを掛ける場所もタオルどうし

が接触しないよう工夫しています。それぞれの保管場所には，ナンバーをつけて，取り間違えることがな

いようにしています。プールサイドには，白いマークをつけて，安全な距離を保つことができるようにし

てあります。また，３年ぶりのプール使用が安全に楽しく行われるよう，水泳指導の専門家を招いて職員

研修会を実施しました。（写真左：マスク保管場所 中：タオル保管場所 右：職員研修会） 



 

 

 朝の７時を過ぎた頃から，校庭では職員が一生

懸命にラインを引いていました。長い時間を掛け

て引いたラインが上の写真です。扇形の部分は，

スポーツテストのボール投げのためのラインです

が，周りにある“くし状”のラインは通常はあり

ません。授業が始まってから，そのラインの意味

がわかりました。児童がディスタンスを保つため

のラインでした。それが下の写真です。 

 職員は日々，感染症対策に追われています。こ

こに来て熱中症対策への取組が新たに課せられて

います。頑張る職員を頼もしく思いますが，職員

の体と心の健康を守ることも校長の責務です。更

なる業務の精選と効率化に取り組んでいく必要を

痛感しております。 

文責：校長 桐山 賢一 

 

 

 ６月１７日に，相川小学校の体育館で，演劇教

室が行われました。１・２・３・４年生が劇団風

の子の「ちぇんじ図書室のすきまから」を観劇し

ました。３年ぶりの演劇教室でした。これまで演

劇教室は演出効果を高めるため暗幕を閉め切って

行ってきましたが，今回は感染症対策と熱中症対

策のため，暗幕と窓を開け放しての演劇教室とな

りました。 

 感染症対策のため，これまで児童にはマスク

の着用を厳格に指導してきました。 

 ここに来て，児童に対してマスクを外す指導

が必要になってきました。熱中症対策です。 

 ６月１７日の児童の下校時に，暑さ指数が２

５℃を超えたので，初めて，マスクを外しての

下校を指導しました。マスクを外して，距離を

開けて，話をしないで帰ることを指導しまし

た。学校を出発した後の児童の様子を観察する

ために，自動車で通学路を巡回すると，多くの

児童がマスクを着けて下校していました。あま

りにも多くの児童がマスクを着けていたので，

途中で止めて指導することは危険が伴うと判断

し，そのまま下校を見守りました。 

 マスクを外させることの難しさを実感しまし

た。児童は，マスクを外すことに，大きな抵抗

感と不安を持っているようです。熱中症対策は

急務です。児童の心の負担を考えながら，マス

クなし下校への移行に取り組んでいきたいと考

えています。 


